
官民一体となって国産材の利用を

木の温もりと品質の高さをメリットに
CLTの活用を拡大

農林水産省と国土交通省はそれぞれ毎年10月を「木材利用促進月間」、10月８
日を「木材利用促進の日」と定め、木材利用について普及啓発に取り組んでいる。
また、脱炭素化社会の実現に向け、宮城県内でも、公共・民間施設で高い断熱性
や耐震性に特徴を持つＣＬＴを採用した施設が多く誕生してきた。さらなる木造建
築の普及に向けて、勉強会などの活動を推進している宮城県建築士事務所協会長
で宮城県CLT等普及促進協議会副会長もつとめる髙橋清秋氏に、宮城県内の施工
事例やＣＬＴの普及に向けた新ロードマップの動きについて聞いた。

　県内の最近の建築事業を見ると木造建築
の施設は、公共・民間施設ともに増えてきまし
た。このうち特徴的施設を挙げると、２０２１年
に完成した宮城県の「林業技術総合センター」
では、ＣＬＴパネル工法等新たな木材利用技術
を積極的に導入し、林業技術の拠点となる施

設として誕生しました。宮城県ＣＬＴ等普及促
進協議会の連携のもと、材料調達、生産加工、
設計、施工を県内の技術者で取り組み、木造
建築の経験が少ない地方の設計事務所と地
元ゼネコンが木造建築に触れる機会を創出し
た大きな事例となりました。

　政府は９月に国内でのＣＬＴを活用した建築
物の竣工件数が23年度に累計1,000件超に
なるとの見通しを公表しました。最近の動向
では25年開催予定の大阪・関西万博の日本
館の建設にも、ＣＬＴが活用される方針なので、
特徴的な取り組みをもっとＰＲしてもらい、わ
たしたちも宮城県内での普及活動につなげて
いきたいですね。私たち協会は、ＣＬＴの普及

だけではなく、木造需要の普及を図っていくこ
とが使命だと考えています。ＣＬＴ等普及促進
協議会と今後も一体となって勉強会などを進
んで行い、木の温もりと品質の高さなどのメ
リットをさらに伝えていきたいです。

　21年度の新ロードマップを基に、ＣＬＴ普及
に向けて全国に工場を均等配置して２０２4年
までに年間生産能力50万㎥を目指す方針で
すが、現状では国内に８工場の製造拠点しか
なく、生産能力が一日当たり６万１０００㎥にし
か満たないのが現状です。普及課題としては
ＣＬＴの認知度が低いことや活用範囲が狭い、
設計・施工を担当する担い手がみつかりにく
い、維持管理の方法が分かりにくい等が挙げ
られ、民間工場も大きな投資ができない状態
となっています。その課題を解決するために
も新ロードマップに掲げられている取り組みを
さらに構築していき、ＣＬＴの魅力と幅広い分
野で活用されている事例を増やしていかなく
てはいけません。

　林野庁がまとめた２０２１年度着工の公共建
築物の木造率（延べ床面積ベース）によると、
東北６県すべてが全国平均の13.２％を上回る
高水準となりました。低層（３階建て以下）の
公共建築物についても、宮城県が53.３％で全
国１位となるなど、東北の公共建築物の木材
利用が他地域に比べて進んできています。し
かし、県内の木造建築への使用の考えは各市
町村で温度差があるのも事実で、公共建築へ

の投資が縮小されている中、県内では各地で
行政庁舎の建て替えや大型事業の計画も進
んでいるので、その中で木造の採用を検討し
てもらいたいです。２０５０年カーボンニュート
ラルやＳＤＧｓなど環境貢献としても木材利用
への注目が高まっています。その具体化を図
るためにも公共事業、民間施設でも官民一体
となって国産材を中心とした木材利用などの
取り組みを進め、後世に伝えていかなくては
ならないと思います。

　この災害公営住宅は、計１６０戸の世帯のう
ち、88戸が木造の住宅となっています。事業
を進める際には、丸森町産材を活用した災害公
営住宅・町営住宅の建設を推進するため、町内
事業者による一般社団法人の「丸森町復興住
宅建設協議会」を設立しました。地元工務店に
加え、私たち宮事協も運営と全体調整のサポー
トの立場で事業に加わっています。建設を進め
る際には、地盤の基礎工事など苦労する点もあ
りましたが、今年７月に完成を迎えることができ
たのは嬉しく思います。品質の良い町有林を使
用し安心して暮らしてもらえる環境を整備した
ので、入居者の方々には木の温もりを感じて疲
れを癒やしてもらいたいです。
　このほか、宮事協では今年８月に東日本大
震災の復興支援として名取市小塚原に建てた
モデルハウスを名取市に寄贈させていただき
ました。モデルハウスは、宮城県の補助を受

けて２０１６年３月に完成した施設で、ＣＬＴを使
用し地域木材の利用促進のため、新たな住宅
モデルとして建築されました。完成後は閖上
公民館の仮設事務所として活用され、23年8
月末から子どもの心のケアハウス「はなもも教
室」として開所し、支援拠点となりました。木
の温もりを通して子どもたちの心が癒やされ
ることを期待しています。東日本大震災後も
激甚災害が東北管内で頻発しているので、今
後も応急仮設住宅や被災者の自力再建に向
けた相談など進んで取り組んでいきます。

　公共投資が減少傾向ですが、新ロードマッ
プに示された施策を基に、ＣＬＴの普及と大中
小問わず木造を取り入れた施設への誘導を進
めてもらいたいです。まちづくりを進めるため
には地元を知る地場の設計事務所や工務店、
地元ゼネコンの働きは必要不可欠です。大型
事業になると、大手設計事務所や中央ゼネコ
ンを中心とした発注方式となってしまいます。
将来の担い手確保・育成の問題解決に向けて
も、地元の業者が活躍できる環境の場と若手
が育成できる発注方式も検討してもらいたい
ですね。

宮城県内での主な最近の木造建築の状
況と施工事例を教えてください。

国が掲げる「ＣＬＴの普及に向けた新
ロードマップ」の動きはどうですか。

今年７月には木造を取り入れた丸森町
の災害公営住宅が完成しました。

最後に国、県の森林・林野行政へ望む
ことをお聞かせください。

ＣＬＴの普及状況や、宮城県ＣＬＴ等普及
促進協議会との連携についてお聞かせ
ください。

公共建築物等木材利用促進法が２０１８
年３月に改正されました。県内で目立っ
た動きはありますか。▲宮城県林業技術総合センター

▲名取市はなもも教室▲丸森災害公営住宅
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